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こ
こ
ま
で
筆
を
進
め
て
き
て
、
安
倍
元
総

理
が
、奈
良
市
で
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
報
に

接
し
た
。安
倍
氏
と
は
二
度
ほ
ど一
緒
に「
呑

ん
だ
」（
御
馳
走
に
な
っ
た
）
こ
と
が
あ
る

し
、
演
説
も
一
緒
に
数
回
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。

　
今
回
の
テ
ロ
に
関
し
て
、
奈
良
県
警
の
警

護
に
落
ち
度
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
の
し
よ

う
も
な
い
。安
倍
氏
の
背
後
は
、
全
く
が
ら

空
き
の
状
態
で
あ
っ
た
。テ
ロ
を
誘
発
す
る

状
況
だ
っ
た
と
さ
え
い
え
る
。壇
上
の
話
者

は
、背
後
は
警
備
陣
に
任
せ
き
っ
て
い
る
。少

な
く
と
も
背
後
は
防
弾
完
備
の
壁
で
覆
う

べ
き
で
あ
る
。倒
れ
た
の
ち
は
警
備
の
者
は
、

覆
い
か
ぶ
さ
る
な
り
、
拳
銃
を
擬
し
て
次
の

犯
行
に
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。奈
良
県
警
に

そ
の
備
え
は
皆
無
で
あ
っ
た
。守
ら
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
、
世
界
的
ス
ケ
ー
ル
の
大
政
治

家
で
あ
る
。呆
然
と
第
二
弾
を
許
す
と
は
、

こ
れ
こ
そ
裁
か
れ
る
べ
き
第
二
の
課
題
だ
と

私
は
思
う
。

　
安
倍
氏
は
プ
ー
チ
ン
氏
と
も
昵
懇
の
仲

で
あ
っ
た
。彼
は
安
倍
氏
訃
報
に
接
し
弔
電

を
発
し
た
。千
日
続
く
紛
争
は
な
い
。多
少

利
用
さ
れ
た
感
が
な
い
で
は
な
い
が
、
日
露

関
係
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
安
部
氏
、

プ
ー
チ
ン
氏
の
人
間
関
係
が
枢
要
で
あ
っ

た
と
私
は
思
う
。安
倍
氏
が
大
政
治
家
だ
っ

た
と
は
私
は
思
う
が
、日
露
関
係
の
回
復
の

た
め
に
と
り
わ
け
欠
か
せ
な
い
人
物
で
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。奈
良
県
警
の
警
備
失

態
は
、
厳
し
く
追
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。

　
昭
和
三
十
五
年
十
月
十
二
日
、
日
本
社

会
党
党
首
で
あ
っ
た
浅
沼
稲
次
郎
は
十
七

か
迷
って
い
る
」と
嬉
し
そ
う
に
語
っ
た
。私
は
、

当
時
、
四
年
遅
れ
て
大
学
に
進
学
し
て
い
た
の

だ
が
、
彼
に
驕
り
の
気
配
は
全
く
な
く
、
昔
同

様
に
、私
に
接
し
て
く
れ
た
。私
は
、彼
の
人
柄

の
奥
行
き
の
深
さ
に
感
銘
を
受
け
た
。順
風
満

帆
と
は
、
彼
の
よ
う
な
人
生
を
い
う
の
だ
と

思
っ
た
。

　
人
は
様
々
な
環
境
に
生
き
る
。そ
れ
に
耐
え

て
、
し
っ
か
り
と
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思

う
。

　
私
の
少
年
時
代
、
中
学
校
や
女
学
校
に
進

学
す
る
に
は
、
経
済
的
に
も
学
力
的
に
も
、
極

め
て
大
き
な
困
難
に
直
面
し
た
。

上
級
学
校
に
進
学
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
恩
恵
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。就
業
人
口
に
お
い
て
、農
業
が
占
め
る
割

合
が
高
い
時
代
に
、女
性
が
高
等
学
校
に
進
学

す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。若

い
女
性
は
、
農
村
に
あ
っ
て
極
め
て
重
要
な
労

働
力
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。男
性
で
あ
って
も
小

学
校
六
年
、
あ
る
い
は
新
学
制
に
変
わ
っ
た
後

に
も
新
制
高
等
学
校
に
入
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
だ
っ
た
。

今
は
違
う
。一般
の
高
等
学
校
に
進
む
こ
と

は
極
め
て
安
易
、簡
単
、確
実
で
あ
り
、そ
こ
か

ら「
今
の
環
境
よ
り
、も
っ
と
安
易
、効
果
的
な

学
習
環
境
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

期
待
が
生
ま
れ
や
す
く
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　
非
難
す
る
つ
も
り
は
な
い
。若
者
と
は
、
環

境
に
関
し
て
極
め
て
移
ろ
い
や
す
い
期
待
を
抱

く
も
の
で
あ
る
。私
自
身
、そ
れ
を
実
感
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

　
国
家
、あ
る
い
は
そ
の
中
枢
を
担
う
政
治
家

諸
君
の
中
に
、生
徒
や
保
護
者
の
持
つ
、こ
の
よ

う
な
安
易
さ
に
媚
び
る
傾
向
が
近
頃
、
強
く

な
って
き
て
い
る
。

　
ま
あ
、彼
ら
に
と
って
大
切
な
の
は
、国
家
あ

る
い
は
国
民
と
い
う
よ
り
は
、
自
ら
の
政
治
的

地
位
の
安
泰
で
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
青
年
の
心
は
移
ろ
い
や
す
い
。そ
れ
は
理
解
で

き
る
。し
か
し
、
同
じ
環
境
に
生
き
抜
く
大
切
さ

も
し
っ
か
り
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
ジ
ョ
ン
・
ペ
イ
ン
に「
我
が
家
の
よ
う
な
と
こ
ろ

は
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。そ
れ
に
強
く
同

感
し
な
が
ら
も
、
若
き
日
の
私
は
変
化
を
求
め

続
け
た
。

　
し
か
し
、高
校
時
代
の
同
期
た
ち
の
中
で
、大

き
く
成
功
し
た
の
は
、家
が
移
転
せ
ず
、六
年
間

同
じ
と
こ
ろ
に
生
活
し
た
仲
間
た
ち
だ
っ
た
よ

う
に
思
う
。

　一
人
の
秀
才
は
、
女
学
校
の
教
師
の
息
子
で

あ
っ
た
。彼
の
父
は
、
勤
務
す
る
女
学
校
の
教
師

と
し
て
、
生
涯
を
送
っ
た
。そ
の
息
子
が
、
六
年

間
、首
席
を
維
持
し
続
け
、京
都
大
学
に
進
学
し

た
。予
備
校
な
ど
思
い
も
及
ば
ぬ
田
舎
の
中
学

校
で
の
話
で
あ
る
。大
成
す
る
と
思
って
い
た
が
、

瀬
戸
物
会
社
の
社
長
に
な
っ
た
。「
京
大
の
同
期

の
女
子
学
生
の
家
に
、
養
子
に
で
も
入
っ
た
の
か

な
あ
」と
思
っ
た
が
、そ
の
後
の
音
信
は
な
い
。

　
も
う一人
は
、
ど
ち
ら
が
首
席
か
分
か
ら
ぬ
ほ

ど
の
秀
才
だ
っ
た
が
、
我
々
の
学
校
の
校
長
の
息

子
で
あ
っ
た
。や
は
り
よ
く
で
き
た
。高
校
卒
業

後
、彼
は
北
大
に
進
み
、在
学
中
に
司
法
試
験
と

国
家
公
務
員
上
級
職
試
験
の
双
方
に
合
格
し

た
。駅
で
私
と
出
会
い
、「
ど
ち
ら
に
し
よ
う

歳
の
少
年
に
、壇
上
で
刺
殺
さ
れ
た
。浅
沼
氏

と
は
面
識
も
あ
る
が
、あ
の
テ
ロ
も
絶
対
に
阻

止
で
き
る
筋
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
十
七
代
総
理
大
臣
の
濱
口
雄
幸
は
、

昭
和
五
年
十
一
月
十
四
日
に
東
京
駅
で
狙
撃

さ
れ
た
。記
者
は
担
架
に
乗
せ
ら
れ
苦
悶
す

る
濱
口
総
理
に
「
閣
下
　
総
理
と
し
て
執
務

中
に
狙
撃
さ
れ
た
心
境
は
、い
か
が
で
あ
り
ま

す
か
」と
尋
ね
た
。濱
口
総
理
は
、
苦
悶
の
中

で「
う
む
、
男
子
の
本
懐
じ
ゃ
」と
応
え
た
。助

か
る
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、
野
党
の
不
当
な

要
求
に
よ
り
、医
師
の
指
示
を
拒
否
し
、答
弁

に
立
っ
た
。そ
の
顔
は
「
幽
鬼
の
よ
う
だ
っ
た
」

と
言
う
。そ
れ
が
原
因
と
な
り
濱
口
総
理
は

死
す
る
。彼
は
国
政
上
、
私
が
も
っ
と
も
尊
敬

す
る
宰
相
で
あ
る
。

　
名
相
で
あ
っ
た
安
倍
氏
は
、
ま
だ
ま
だ
政

界
で
活
躍
し
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。私
は
対
ロ

シ
ア
政
策
に
関
し
て
は
、
彼
と
見
解
を
異
に

す
る
が
、そ
の
無
念
は
理
解
で
き
る
。

　
夏
休
み
が
近
い
。諸
君
は
、
人
間
の
基
礎

的
資
質
に
甲
乙
は
な
い
こ
と
を
信
じ
て
若
き

夏
の
完
全
燃
焼
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
夏
を
燃
え
る
者
は
、
明
日
の
勝
利
を
獲
得

す
る
。

　
人
生
に
、
学
問
に
、
特
別
席
は
な
い
。今
の

環
境
を
足
場
と
し
て
、
完
全
燃
焼
を
遂
げ
る

の
だ
。

　
本
校
を
進
路
と
し
て
検
討
し
て
く
れ
る

受
験
生
諸
君
、頑
張
っ
て
く
れ
。

　
学
校
説
明
会
で
お
会
い
し
よ
う
。

　
暑
い
夏
だ
が
、
体
育
館
で
待
っ
て
い
る
。校

長
室
に
相
談
に
来
ら
れ
る
こ
と
も
歓
迎
す

る
。

耐
え
抜
く
こ
と
こ
そ
、

必
要
な
力
だ
。

夏
休
み
を
有
意
義
に
、

完
全
燃
焼
せ
よ
！

狭山ヶ丘高等学校
狭山ヶ丘高等学校付属中学校
校長 小川義男

197
号
197
号

卑
劣
な
テ
ロ
行
為
に

断
固
反
対
す
る
。
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2022年度 学校説明会・個別相談会のお知らせ
本校ウェブサイトでのご予約は、説明会開催日3週間前の9時から3日前の23時59分まで受け付けております。

2022（令和４）年７月23日 狭山ヶ丘通信197号 （４）

狭山ヶ丘学園

学校見学説明会当日は
２駅よりスクールバスを
運行いたします。

東口より

約15分

西武バス折り返し所

西武新宿線

入　曽
西口より

約20分

送迎バス④乗り場

JR八高線

箱根ヶ崎

詳細は本校ウェブサイトをご覧ください。

駐車スペースがないため、
車でのご来校はご遠慮ください。

狭山ヶ丘学園公式ウェブサイト

※今後の状況により、学校説明会の日程や内容、詳細情報が変更になることがあります。最新情報は本校ウェブサイトをご覧ください。※

生まれつきの能力差なんかない！生まれつきの能力差なんかない！
～一人一人の可能性を最大限に活かす狭山ヶ丘～～一人一人の可能性を最大限に活かす狭山ヶ丘～

どんどん進化中！

第3回 9 月18日（日）
第4回 10月16日（日）
第5回 11月27日（日）

10：00開始

実施日 開始時間

スクールバスは運行いたしません

スマホやPCで本校の特徴ある28カ所の施設を360°
ご覧いただけるVRツアーを公開しております！

小学生対象 要WEB予約8月20日(土)10：00から開始
オープンスクールオープンスクールオープンスクール 校内見学ツアー

入試個別相談 体験授業体験授業
実施予定実施予定実施予定

付属中学校

10：00
開始

第2回
スクールバスの運行があります

8月28日 日8月28日 日日日

7月31日 日7月31日 日日日

https://www.sayamagaoka-h.ed.jp/

学校公式ウェブサイトへは、
こちらからどうぞ！

・学校長挨拶並びに本校概要説明
・入試要項説明・質疑応答・個別相談（予約制）

10：00
開始

第2回
スクールバスの運行があります

9月11日 日9月11日 日
・学校長挨拶並びに本校概要の説明
・入試要項説明・質疑応答

高等学校見学説明会高等学校見学説明会

付属中学校見学説明会付属中学校見学説明会

高等学校 入試個別相談会高等学校 入試個別相談会高等学校 入試個別相談会

日日

第1回

本校ウェブサイトよりご予約いただくと、当日スムーズに
ご案内できます。（予約なしの当日参加も可能です。）
本校ウェブサイトよりご予約いただくと、当日スムーズに
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本校ウェブサイトよりご予約いただくと、
当日スムーズにご案内できます。
（予約なしの当日参加も可能です。）

本校ウェブサイトよりご予約いただくと、
当日スムーズにご案内できます。
（予約なしの当日参加も可能です。）

14：00開始

第3回 10月15日（土）

第4回 11月 5 日（土）

第5回 12月 3 日（土）

実施日 開始時間

※個別相談会に参加される方は、事前に本校ウェブサイトから相談用紙をプリントアウトして記入してお越しください。※個別相談会に参加される方は、事前に本校ウェブサイトから相談用紙をプリントアウトして記入してお越しください。

※個別相談会に参加される方は、事前に本校ウェブサイトから相談用紙を
　プリントアウトして記入してお越しください。
※個別相談会に参加される方は、事前に本校ウェブサイトから相談用紙を
　プリントアウトして記入してお越しください。

開始時間
第2回 9 月25日（日）
第3回 10月30日（日）

9 ：00開始

9：00開始
実施日

開始時間
第4回 11月19日（土）
第5回   12月10日（土）
第6回 12月17日（土）
第7回 12月26日（月）

14：00開始

9 ：00開始

実施日

※詳細は本校ウェブサイトにてお知らせします。※詳細は本校ウェブサイトにてお知らせします。※詳細は本校ウェブサイトにてお知らせします。

・わかりやすい!と大好評! 「教科別ガイダンス」を行います・わかりやすい!と大好評! 「教科別ガイダンス」を行います



狭丘祭運営本部長（生徒会長） 上利 真之（2年A組・本校付属中学校出身）
　今年度は、アフターコロナとして初めての狭丘祭となります。
昨年度の狭丘祭は、新型コロナウイルス感染防止のため、多
くの制限をかけての縮小開催となりましたが、先代の生徒会
役員や全校生徒、先生方のご努力によりとても素晴らしいも
のとなりました。今年は、私にとっても全校生徒にとっても初め
ての大きな狭丘祭です。固定観念に囚われるのではなく、アフ
ターコロナ時代にふさわしい新しい狭丘祭を全員で創り上げ
ていきます。ご期待ください！

狭丘祭運営副本部長（行事委員長）清水 陽翔（2年H組・所沢市立美原中学校出身）
　昨年度に続き今年度も狭丘祭が開催でき、そして今年度
は3年ぶり、在校生にとっては初めての2日間開催です。また、
昨年度は行うことができなかったステージ発表も行うことにな
りました。これまで発表の機会を失っていた文化部にとって、
久しぶりに自分たちの表現をいかんなく発表できる機会であ
り、各部ともに準備に余念がありません。とても楽しみです！
　６月上旬からクラスで話し合った企画は、クラスの個性が溢
れるとても素晴らしいものとなっています。久しぶりに、生き生き
とした狭丘生の「熱意」を感じてください！

1991（平成3）年
総合グラウンド完成

2014（平成26）年
新総合グラウンド完成

2020（令和2）年
新管理棟「義学館」完成

2021（令和3）年
3月に新野球場完成

グラウンドの進化の歩み

　本校の総合グラウンドが大きな進化
を遂げました。
　今回は野球場をリニューアルしまし
た。土壌の改良により水捌けが圧倒的
に良くなり、ナイター用の照明が新設
され、安全性も増しました。
　これにより、部活動でグラウンドを
使用する生徒にとって最適の環境が整
いました。

本校ウェブサイトにてグラウンドを含む２８ヶ所の
施設をVR（３６０°カメラ）で体験していただけます！！

（３）

総合グラウンドが大幅にグレードアップ！！
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9/ 10（土）10：00～15：00（最終受付 14：30）
9/ 11（日） 9 00：51～03： （最終受付 14：00）

　3年ぶりに狭丘祭を2日間開催します。ただし、昨今の新型コロ
ナウイルス感染症まん延状況から、一般公開については現在慎重
に検討を進めております。詳細につきましては、8月下旬ごろに本
校ウェブサイトにてお知らせしますので、そちらをご覧ください。

狭丘祭狭丘祭狭丘祭
〒358-0014 埼玉県入間市宮寺136-1　※校舎とは場所が異なります。総合グラウンドへのアクセス

3年ぶりに
2日間開催！
（予定）

～咲き誇れ 笑顔の芽 つなごう狭丘祭～

第62回

※イラスト　小林　勢奈（2年A組・本校付属中学校出身）

※一般公開を行うかについては、今後の状況を慎重に検討しながら
　8月下旬ごろにお知らせします。本校ウェブサイトをご覧ください。

web 版は
個人情報保護の観点から
生徒氏名・顔写真は
掲載しておりません。

web 版は
個人情報保護の観点から
生徒氏名・顔写真は
掲載しておりません。



英 語 科
主任　伊藤 亮太

　本校の英語
教 育は、「 授
業」・「ゼミ」・

「講座」という３つの方面から、「聞く」・
「話す」・「読む」・「書く」の英語４技能を
バランスよく育成することを目指していま
す。Google Workspace for Education
が導入され、授業やゼミなどの連絡をオ
ンライン上で行ったり、生徒からアンケート
を取ったりすることが容易にできるように
なりました。また使用した資料や撮影して
おいたゼミの動画を生徒に共有すること
も場面に応じて行っています。中学校・高
校の使用教室全てにプロジェクタが導入
され、板書や教科書の内容、関連する資
料を投影しながら授業をする科目があり
ます。読んだり聞いたりした内容を、黒

板に写して瞬時に共有し、より効率的に
学習することができています。大学入試
で活用される民間の検定試験に向けて、
高等学校生に向けたTEAP対策講座
や、付属中学校生に向けた英検対策講
座を実施しています。それぞれスピーキン
グとライティングの分野の対策講座は、本
校英語科教員と個別で、生徒に合わせ
て指導を行っています。Gmailなどを利用
して添削した英作文についてやり取りを
することもあります。

主任　下野 哲史
　本校の数学
教育は、物事
の本質をきち

んと捉えさせ、他の事柄に自ら応用さ
せる力をつけることに主眼を置いて指
導をしています。数学はそもそも論理
的思考力を身につける教科です。公式
１つとっても、その意義がしっかり理解
できることやそのプロセスを理解するこ
と、これをきちんと行っていくことで応用
力が身に付き、入試問題であっても問
われている本質的なことまでを理解し
対応できるのです。何よりも、すべての
定義は矛盾が起こらないように細部ま
で配慮されていること、その美しさを感
じられれば、数学力は飛躍的に向上す
ることでしょう。そのような力をつける

ために、常に自ら考えさせるように授業
を進化させています。数学は紙とペンさ
えあればどこでもできる学問です。本校
の職員室では数学の教員がいつもペ
ンを動かしている様子を目にすることで
しょう。その後ろ姿は生徒にも良い影響
を与えているようです。共に学び共に
成長する。これが本校の数学科の指
導方針です。

数 学 科

主任　吉實 大輔
　 本 校では
2023年度の2
学年より「情報

Ⅰ」を開講します。新課程には変わるも
のの本校では旧課程「社会と情報」
のうちから充分深い内容を取り入れ
てきたので、概ね踏襲する形になりま
す。指導にあたる教員は情報技術者
資格を有しており、よりコアな技能を
習得できるはずです。
　授業時はスライドショーでの座学
と、表計算やJavaScript等の演習
を、WindowsのデスクトップPCを用
いて行います。スマホ・タブレットには
慣れていても、デスクトップPCの操作
に不慣れな生徒はやはり多く、今のう
ちに親しみをもってほしいと願ってい

ます。
　「情報Ⅰ」は2学年のみで終了する
ため、3学年では別途、共通テストの
「情報Ⅰ」に向けたゼミの開講を検討
しています。「受験向けの勉強」に留
まらず、この先の生活や活動に必ず
役立つ内容の提供を目指します。

主任　川久保 卓
　本校の理科
教育は、「科学
的な自然観の育
成」を目指して行

われています。「科学的な自然観」とは、自然
界における様 な々事象を科学的に考察・分
析し、適切に理解・活用するものの見方の
ことです。付属中学校では、①「より多くの実
物に触れる」、②「自然における現象を実験
で体験する」ことを中心に授業を展開し、
「頭で考えるだけではない理科」を実践して
います。具体的には、付属中学校の3年間を
通して行われる「理科実習」という課外活動
や、3年次には課題研究に取り組みます。課
題研究では、自ら設定したテーマに沿って
調査・研究を続け、その集大成としてスライ
ド発表を行います。高等学校では、現1年生
よりカリキュラムが一新されました。１年次よ
り、物理・化学・生物の基礎を学び、進級に
合わせて自分に合った学問分野を選択す
ることで、より主体的な学びへとつなげられ
ます。また、全教室にプロジェクタが配備さ

れたことから、スライドによる授業の進
行が増え、実験動画や３Dアニメーションを
視聴したり、実験実習やグループワークによ
る課題への取り組みを扱う授業が大幅に増
加しました。
　更に、２年次以降の授業では、主に入試
問題を通して高度な知識の運用の練習に
取り組みます。そこで取り扱われる入試問
題は、どれも各科目の担当者が精選したも
のであり、効率よく学習できるように配慮され
たものです。 これらの学習活動の結果、醸
成された思考力・観察力・表現力が、本校
において「科学的な自然観」を支える柱に
なっているのです。

理 科

情 報 科
主任　地挽 保雄

　2022年度
より地理歴史
公民科では、

新課程が実施され新しい科目で
の学習が始まっています。知識を
きちんと習得しつつ、その知識を
用いて様々な事象を考察して考
える授業を本校では展開していま
す。本校では高校１年次に「歴史
総合」「地理総合」「公共」という
３教科を展開し、歴史分野・地理
分野・公民分野の３分野を履修
します。３分野それぞれで習得し
た知識を背景に、私たちの身近な
諸問題について、歴史的視点・
地理的視点・公民的視点という

多角的な視点から考えられる授
業展開を行っています。また、身
近な問題から世界的な問題への
関連性を考察するなど、グローバ
ルな視点を持つことも重要視しな
がら、「考え、発信できる人物」を
目指しています。

地 理 歴 史 公 民 科科

主任　北谷 高志
　「現代の国
語」では実用
的な文章や評

論を扱ったり、G o o g l e  W o r k
space for Educationを活用してド
キュメントを編集し、小論文を執筆し
たりすることで文章構成の把握力や
論理的思考力の向上に努めていま
す。「言語文化」では、文学的文章と
古典を扱い、テクストの読解力とそれ
を支える知識の定着に重きを置いて
います。近年「思考力」という言葉を
耳にしますが、何を思考するにしても、
知識がなければ、思考を組み立てる
ことができません。「現代の国語」、「言
語文化」はもちろん、２年次以降の科
目でも双方を高めることにより相乗効

果を見込めると考えます。さらにプロ
ジェクタが各教室に配置されたこと
で、生徒に資料や写真など多くの情
報を与えることができるため、複数の
資料を処理する能力を高め、大学入
試に向けて対策をとることができてい
ます。

国 語 科

（２）2022（令和４）年７月23日 狭山ヶ丘通信197号

　本年度より、高等学校において新学習指導要領による教育がスタートしました。新学習指導要領では、「学んだこと
を人生や社会に生かそうとする学びに向かう力」「実際の社会や生活で生きて働く知識及び技能」「未知の状況にも
対応できる思考力・判断力・表現力」といった三つの力をバランス良く育むことを目指し、主体的・対話的で深い学び

という観点から「何を学ぶか」だけではなく「どのように学ぶか」も重視されるようになりました。
今回は、2025年度大学入学者選抜試験において「情報」科目が導入されることを踏まえ、主要5教科に加えて情報科
で展開されている教育活動をご紹介いたします。

20 2 5年度大学入試に向けて ～新カリキュラムを踏まえた主体的な学びや
         思考を育む本校の特色ある授業の取り組み～

2023年度入学生から、全生徒がChromebookを使って授業に臨めます！！


